
 
「令和 5 年度市町村・インフラ系企業防災関連担当者研修会～3.11 からの学び塾～」 を

開催しました （2024/2/15）   
 
主 催：国土交通省東北地方整備局、東北大学災害科学国際研究所 

テーマ：市町村、インフラ系企業、災害対応、人材育成、研修 

場 所：オンライン形式 
 

 2月15日（木），東北大学災害科学国際研究所と国土交通省東北地方整備局の共同主催，仙台 

管区気象台，宮城県，仙台市の後援により，「令和5年度市町村・インフラ系企業防災関連担当者

研修会～3.11からの学び塾～」をオンライン形式で開催しました。防災教育協働センターが  

事務局を担い，東北6県の市町村職員やインフラ系企業の防災関連担当者等25名が参加しました。 

 本研修は，東日本大震災発生当時の緊急対応の最前線における実体験を中心に，震災対応の  

教訓を改めて学び直すとともに，市町村の災害危機管理，インフラ系企業などに必要な活動遂行

能力の向上を図ることを目的とし，平成28年度から継続的に開催してきています。 

 研修プログラムは以下の通りで，受講者には受講修了証が発行されます。当研究所では，   

東日本大震災の経験と教訓を踏まえ，防災人材育成に引き続き取り組んでいきます。 
 

【開会挨拶】国土交通省東北地方整備局 企画部長 宮本 健也 

東北大学災害科学国際研究所 所長 栗山 進一 
 

【特別講義】大雨災害等から身を守る～防災気象情報等の利活用～ 

仙台管区気象台 気象防災部 次長 齊藤 重隆 
 

【講義】令和５年度 東北地方整備局の防災に関する話題 

東北地方整備局 災害対策マネジメント室長 片野 正章 

東北地方整備局のこれまでの取り組み～東日本大震災から１３年～ 

東北地方整備局 震災対策調整官 石渡 史浩 

【講義】気候変動下における流域治水 

東北地方整備局 河川計画課長 諸橋 拓実 

【講義】地域防災から見える課題について〜令和元年東日本台風及び令和5年台風13号の事例〜 

東北大学災害科学国際研究所 准教授 柴山 明寛 

【講義】復興まちづくりと平時への教訓 

東北大学災害科学国際研究所 教授 姥浦 道生 

【講義】災害法制 

東北大学災害科学国際研究所 教授 丸谷 浩明 

【講義】業務継続計画・災害対策本部訓練 

東北大学災害科学国際研究所 教授 丸谷 浩明 
 

【閉会挨拶】東北大学災害科学国際研究所防災教育協働センター センター長 佐藤 健 
 

  

オンライン講義の様子 

文責：佐藤 健（防災教育実践学分野） 

https://irides.tohoku.ac.jp/

